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オオタカの人工修復巣の利用事例

納家仁'*・業本和幸2＊

１．〒594-1122大阪府和泉市北田中町311

2.〒592-0003大阪府高石市東羽衣6-11-38

オオタカ／lccjD/rerg”雄sの繁殖失敗要因として,営巣木であるアカマツ恥Ｕｓｄｅﾉ７８力化砲の枯

死にともなう巣の落下事例が多く報告されているが(太田ほか’999)，2000年６月，大阪府下にて

落下したオオタカの巣を別の木に｢人工修復巣｣(以下,修復巣と表記)として設置したところ,繁殖

を継続したのでここに概要を報告する．

今回,観察したオオタカの営巣場所は,大阪府岸和田市内の標高約60ｍの丘陵地のクスノキの

大木が優占する照葉樹林内のアカマツの枯れ木(胸高直径20ｃｍ,樹高約9ｍ,巣の高さ約7ｍ)で，

巣のサイズは直径100cm,高さ80cm,複数年使用したと考えられる古巣である(図１)．営巣林内の

アカマツはほとんど枯死しており，立ち木は皆無の状態である．

2000年６月１１日に繁殖確認調査のため営巣地を訪れたところ,営巣木が途中で折れて巣が崩れ

落ちており,その近くの地上に２羽のオオタカのヒナ(１４日齢程度)を発見した(図２)．
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図２.地上に落下したオオタカのヒナ

Fig.２．GoshawknestlingsonthegroundunderthenesL

tree．

図１．枯れたアカマツに架けられたオオタカの巣.営巣木に対して巣が大きく、半ば崩れかけている

Fig.１．ＴｈｅｎｅｓｔｏｆＧｏｓｈａｗｋｓｏｎａｄｅａｄｒｅｄｐｉｎetree，ＩＬｉｓｔｏｏｌａｒｇｅｆｂｒｔｈｅｎｅｓｔｔｒｅｅａｎｄｃollapsing．
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キークード.･オオタカ,救護巣のj鯵１隻巣の蔭溝
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